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プランクトンにおける寄生・共生ーその多様仙と重要性

プランクトンとして出現する寄生・共生性カイアシ類

ーサフィレラ型カイアシ類を中心に－

伊東宏

株式会社水土舎干214-0038JI！崎市多摩区生田 811-11 
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Parasitic and commensal copepods occurring as planktonic organisms with 
special reference to Sα：phirellα圃 likecopepods 

HIROSHI ITOH 

SuidoshαCo., Ltd., 8 11 11 Ikuta, T，αmα－ku, Kawαsaki 214 0038, ]iαραn 

Corr esρanding author: itoh@suidosha.co.J》

Abstract Many species of parasitic and commensal copepods have a planktonic phase in their 

life history. On the basis of the ecological features in the copepodid stages, the following four 

types of planktonic phase can b巴recognized:

Type 1: non-feeding type copepodids (especially, adults) occur as plankton. All species belonging 

to the orders Monstrilloida and Thaumatopsylloida. 

Type 2: all copepodid stages occur as plankton. So-called “plank tonic”members (Mαcrosetellα 

gracilis, Saρρhirina sαJραe, Ergasilus genuinus, Pontoeciellaαbyssicola etc.) of the orders Har-

pacticoida, Poecilostomatoida and Siphonostomatoida. 

Type 3: copepodid I and adult (female) stages occur as plankton. Pennellid siphonostomatoids 

having intermediate hosts. 

Type 4: only copepodid I stage occurs as plankton.九1anyspecies belonging to the orders 

Poecilostomatoida and Siphonostomatoida and parasitic members of the order Cyclopoida. 

Sαρhirellα－like copepods are important members in this group. 

The term“Sα：phirella-like copepod" indicates the first cop巴podidstage of the order Poecilostoma-

toida, which has developed maxillipeds and a cephalothorax formed by fusion of head and first 

pedigerous somite. All or some species belonging to seven genera of four families have copepodid 

I stages of this type. Sαρhirella-like copepods occur occasionally in inlet and estuary waters with 
high abundance (maximum density, 4,771 inds・m-3 in Tokyo Bay) and are numerically domi目

nated by species of the genus Hemicycloρs. The members of HemicycloρS have complex interspe-

cific relationships with nel王tonicand benthic fauna through food 

Occurrence of parasitic and commensal cop巴podssuch as Sαρhirellα－like copepods in planktonic 

fauna gives much important information for studies of species-diversity in coastal wat巴rs.

Key words: parasitic and commensal copepod, planktonic phase, life history, Saρhirella, Hemicycloρs 
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はじめに

プランクトンとして出現するカイアシ類には，カラヌ

ス目 Calanoidaのように生涯にわたって水柱内で浮遊

生活を営むもののほかに，一生の大半を他の生物の体や

巣孔を棲み場所とし生活史のある時期にだけプランクト

ンとして出現するものがある．これらの存在は 20世紀

初頭にはすでに知られていたが（Giesbrecht1892, Sars 

1921, Scott 1894など），その研究はプランクトン学と

寄生虫学の複合領域的分野であることから未解決の問題

も多く残されており（大塚ほか 2004），現在でも分類や

生活史の分野で発見が相次いでいる (Itoh & Nishida 

1991，伊東 2001,Ho et al. 2003, Ohtsuka et al. 2004a, 

bなど）．

本稿では，本来，寄生または共生性でありながら，プ

ランクトンとして出現するカイアシ類について代表的な

分類群を概観するとともに，それらの中で特に内湾や汽

水域で多数出現するサフィレラ型カイア、ン類について詳

しく紹介し，こうしたカイアシ類のプランクトンとして

の出現が意味するものについて言及した．

1. プランクトンとして出現する寄生・共生性力イアシ

類

カイアシ類にはこれまでに 11日（9日とする見解も

ある）が知られているが，寄生・共生性の種を含むのは，

ハjレノfクチクス目 Harpacticoida，キクロプス目 Cyclo』

poida, ポエキロストム目 Poecilostomatoida, シフォ

ノス卜ム日 Siphonostoma toida，モンストリラ日 Mon-

strilloida，タウマ卜プシルス日 Thaumatopsylloidaの

6日である（大塚 2005).寄生・共生性カイアシ類がプ

ランクトンとして出現するのは，生息環境の悪化などに

より本来の棲み場所（宿主）を離れる場合（Itoh& 

Nishida 1993）や雌を求めて雄が宿主の間を移動する場

合（Doet al. 1984）もあるが，生活史の一環として特定

の発育段階に宿主から離れる期聞が存在し，その発育段

階のものが採集される場合がむしろ一般的といえる．そ

れらの生活史パターンは変化に富み，ノープリウス期か

らコペポディド I期の途中までプランクトンとして出現

しその後成体までを宿主の体内で過ごすもの，宿主との

関係がルーズなためノープリウス期から成体に至るまで

常にプランクトンとして出現するもの，摂餌を行わない

成体のみが生殖のためにプランクトンとして出現するも

のなど様々である． しかし，実際にプランクトン中にお

けるその存在が認識されるのは，形態的に識別が困難な

ノープリウス期よりもク、、ループの形態的特徴が明らかと

なるコペボディド期である場合が多い．そうしたことか

ら，ここではプランクトンとして出現する寄生・共生性

カイアシ類を，コペボディド期の生態に注目して整理

し，それぞれに含まれる分類群を紹介する．

1 1. 摂餌を行わないコペポディド期（特に成体）が

プランクトンとして出現するタイプ

モンストリラ目（例・ Monstrilla helgolαndica Claus, 

1863: Fig. lA, B）とタウマトプシルス目（例： Thαu-

ma toρsyllus pαrαdoxus G. 0. Sars, 1913: Fig. IC, D) 

がこのタイプに属し，前者では成体，後者ではすべての

コペボディド期がフ。ランクトンとして出現するが，口器

を欠き摂餌を行わない．いずれの場合もノープリウス期

に宿主に寄生するが，宿主と寄生部位は，前者では多毛

類や腹足類（Boxshall& Halsey 2004），二枚貝類（大塚

私信）の血管内など，また後者ではクモヒトデ類の胃

(Fosshagen 1970, Boxshall & Halsey 2004）である．タ

ウマ卜プシルス目は Hoet al. (2003）により新しい日と

して設立されたが，発見当時はモンストリラ目に置かれ

ていた（Sars1921). 

1-2. すべてのコペボディド期がプランクトンとして

出現するタイプ

宿主自体がプランクトンであるか，宿主との関係が常

にルーズであることにより，すべてのコペボディド期が

プランクトンとして出現する．古くより浮遊性種として

よく女日られるハルノfクチクス目，ポエキロストム目， シ

フォノス卜ム目の少数種が該当する．

ハルパクチクス目の Mαerasetellαgracilis (Dana, 

184 7) (Fig. lE, F）は藍藻の Trichodesmiumspp.を餌料

とし，特に若いステージではその群体を棲み場所として

おり（Tokioka& Bieri 1966, Roman 1978），紅海では

藍藻の少ない時期には中層に大型の成体が分布している

ことが知られる（Bottger-Schnack1991 ). 

ポエキロストム目のサフィリナ属 Sαρ＇Phirinαはサル

パ類の寄生生物として知られ， Furuhashi (1966）はツ

ノダシモモイロサルパPegeαbicaudata(Quoy et Gai-

mard）に付いていたと考えられる Ssαlpae Claus, 1859 

(Fig. 1 G）の発育段階について報告しており， Heron

(1973）はホンヒメサルパ Thaliαdemocraticα（Forskal)

の体内で S.αngust，αDana,1849が組織を食べる行動を

詳しく記載している．

また，同じポエキロストム目で，特・に淡水の魚類に寄

生するニセエラジラミ科 Ergasilidaeは宿主との関係が

ノレーズなためすべてのコペボディド期がプランクトンと

して出現する． これらには，交尾後の雌が宿主とルーズ

な関係でいるものと寄生して離れなくなるものの 2つ

のグルーフ。が知られる（大塚ほか 2004）.前者としては
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Fig. 1 Parasitic and commensal copepods occurring as plankton (modified from Sar‘S G. 0. 1921, Kokubo 1914, 

Urawa 1980b and Perkins 1983). A. Mnnstrilla helgolandica, female, dorsal; B. female, lat巴ral;C. Thaumαtoρsyllus 
ραradっxus,female, dorsal; D. female, lateral; E. Mαcrosetetla gracilis, female, lateral; F. male, lateral; G. Sαρ•Phirina 

sαJρae, female, dorsal; H. Ergasilus genuinus, female, dorsal; I. male, lateral; J. Nrwergasilus jαρonicus, female, ventral; K. 

male, ventral; L. Pontoeciella abyssicola, female, dorsal; M. male, dorsal; N. Cardiodectes medusaeus, preadult female, 

dorsal. 
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20世紀初頭，小久保清治（18891971）によってわが国

の陸水域から記載されたリムノンケア属 LimnoncαGα

が該当し，当初，海産のオンケア科に置かれていたが

（小久保 1914）後にニセエラジラミ科に移籍された（小

久保 1932）.近年になりさらに詳細な再検討が行われ，

既知種4種のうち，雌雄が知られている 2種は Erg，αsi-

lus genuinus (Kokubo, 1914) (Fig. lH, I）および Ther-

sitina g，αsterostei (Pagenstecher, 1861）と，別の属に属

することが判明した（Ohtsukaet al. 2004a, b）.一方，後

者の例としてはブルーギル Lゅomismαcrochirus 

Rafinesqueなどに寄生する Neoergasilusj，ゅonicus

(Harada, 1930) (Fig. lJ, K）が挙げられ，成体の雌は雄

と交尾後，魚類の鰭などに寄生し卵を生み続ける（浦和

2004). このグループには，寄生した成体の雌が頭部を

宿主の体に打ち込み，大幅に形態を変えるものも知られ

ている（大塚ほか 2004）.交尾後に宿主に寄生してほと

んど動かなくなるこのグループの特徴としては卵嚢が大

きくなることが挙げられ，前者の雌が小型の卵嚢をもつ

のとは対照的である（大塚ほか 2004).

シフォノストム目にもポントエキエラ属Pontoeciellα

〔例： Pontoeciellααbyssicolα（T.Scott, 1893): Fig. lL, 

M〕やラタニア属Rataniαのように成体やコペボディド

期がプランクトンとして出現するものが知られるが，特

殊な食性への適応と考えられる管状の口器は本目の他属

と同様に認められるものの，その宿主に関する情報はい

まだに得られていない（Boxshall& Halsey 2004). 

1-3. CI期と成体（雌）がプランクトンとして出現す

るタイプ

シフォノストム目のペンネラ科 Pennellidae〔例－

Cαrdiodectes medusαeus (C. B. Wilson, 1908): Fig. lN〕

がこのタイプに属し，ノープリウスから脱皮したコペポ

ディド期（二CI期）が浮遊して中間宿主に到達，前額部

の糸により宿主に固着するカリムス期を経た後，成｛本と

なる．成体は中間宿主上で交尾を行った後，終宿主を探

すために雌（Fig.lH）のみが泳ぎだし（Schram1979, 

Perkins 1983），プランクトンとして出現する．終宿主に

到達した雌は頭部の一部を宿主の体内に打ち込み，大幅

に形態を変える．中間宿主としては翼足類や魚類，終宿

主としてはハダカイワシなどの魚類や海産晴乳類が挙げ

られ（Boxshall& Halsey 2004），日本近海では 1980年

代前半にサンマヒジキムシ （Pennellαsp.）が大発生し注

目された（長津 2003）.筆者は終宿主に到達する前の成

体と考えられるカイアシ類を太平洋沿岸中層から採集さ

れたプランクトン試料から多数見いだしたことがある．

1-4. CI期のみがプランクトンとして出現するタイ

プ

上記以外の寄生・共生性カイアシ類，すなわちポエキ

ロストム目とシフォノストム日の大部分およびキクロプ

ス目の一部の種では，ノープリウスから脱皮した CI期

は宿主を探して到達しなければならない発育段階であ

り，少なくとも一時的にはプランク卜ンとして出現する

可能性がある．成体が寄生生活に適応し体節や付属肢す

ら分からないような種であっても， CI期ではこれらが

明瞭であり自由生活に適した形態をしている（Izawa

1969, l 986b, Ooishi 1980など）． これらのうち，内湾

や河口域などでプランクトンとして多く出現するのは，

後に述べるように，ポエキロストム目の CI期で特にサ

フィレラ型カイアシ類と呼ばれるもの（例： Hemicy回

cloρs gomsoensis Ho & Kim, 1991: Fig. 2A, B）である．

以下にこれについて詳しく述べる．

2. サフィレラ型カイアシ類について

2 1. サフィレラ型力イアシ類とは

“Sαρhirellα－like”という表現は， Humes & Cressey 

(1960）が二枚貝の外套腔に生息するポエキロストム目

の一種， Leρtinog，αstermα:jar (Williams, 1907）の生活史

に関する論文の中で用いたのが最初と考えられる．その

後， Humes(1986), Gooding (1963), Izawa (1986a, b, 

1991）などによるポエキロストム目カイアシ類の発育段

階の研究において，次に述べるような特徴をもっ CI期

について Sαρhirella-likeCIあるいは Saρhirella四like

cope pod （ここでいう“サフィレラ型カイアシ類りとい

う表現が使われてきた：①頭部と第一胸節が完全または

不完全に融合し，頭胸部（cephalothorax）を形成する

(Fig. 2A），前体部 2節，後体部 3節；②顎脚は 4節から

なり，第 2節が最も長く 2本の刺毛をもち，第 3節は短

くl本の長い刺毛をもち，末端節は長い爪状で先端部は

分岐（Fig.2D). こうしたサフィレラ型の CI期の形態的

特徴は，図示したヘミキクロプス属Hemicycloρs以外に

も，後に述べるように，ポエキロストム自の複数の科で

認められる．

サフィレラ型カイアシ類として CI期にプランクトン

生活をする H.gomsoensisの生活史（伊東 2003）を Fig.

3に示す．本種の場合，河口域などの水柱中でノープリ

ウス期を過ごし， CI期に脱皮後，アナジャコやヤマトオ

サカゃニといった十脚目甲殻類の巣孔に侵入し成体までを

その中で過ごす． 巣孔に侵入する前の CI期は， ノープ

リウス期の浮遊生活からコペポディド、期の共生生活への

移行期にあたり，浮遊生活を行うことにより，適切な着
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Fig. 2. A. Sαρhirella皿likecopepod (=CI of Hemicyclops gomsoensis), dorsal; B. ventral; C. mandible; D. maxilliped; E. 
giant“Sαρhirellα”， dorsal; F. ventral; G. mandible; H. maxilliped. Arro＼へrindicates a transverse row of denticules on 
ventral surface of anal somit巴．

フィレラ”は日本近海でも採集されることがあり， 1994

年 11月に豊後水道から採集された標本（大塚未発表）

をH.gomsoensisのCI期に並べて図示した（Fig.2）.体

節数（Fig.2E）や付属肢の糠，刺毛数（Fig.2F, H）のみな

らず， 属などの特徴が現れる上顎の付属物（Fig.2G）に

いたるまでH.gomsoensisのCI期と全く同様であるが，

第二胸節の後端は左右後方に翼状に延び，体長は 1.1

mmで瓦 gomsoensisの2倍以上に達し，外骨格はよほ

ど力を入れない限り潰すことはできないほど強固で，表

面に小さな窪みが無数にみられる．また， H.gomsoensis 

のCI期には err期に脱皮する際分節する紅円節の腹面

の分節位置に鋸歯状の突起列（Fig.2B，矢印）がみられ

るが，豊後水道の標本にはそれがないといった特徴が

底場所を捜索していると考えられる．

なお，“Sαρhirellα田likecopepod，，の“Sαρhirella”は，

T. Scottがギニア湾より得られたカイアシ類， Sa同

ρhirella abyssicolaのために 1894年に設立した属名で

ある．本属として種小名が与えられている種は 6種ある

が（Gooding1988), 少なくともその一部はここでいう

“サフィレラ型カイアシ類”であることは Gurney

(1944）が指摘するところである．しかし，本属の模式種

とされた S.αbyssicolαやモノレジブ諸島から報告された

S. troρicαWolfenden, 1906といった 1mmを超える大

型種については，本来の棲み場所に着底できずに巨大化

したポエキロストム目の幼体の可能性が指摘されている

(Gurney 1944, Gooding 1988). このような“巨大サ
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Fig. 3. Life history of Hemicyclops gomsoensis (modified from ltoh 2003). NI-VI. naupliar stages; CI V. copepodid 
stages; CV!. adult stage. 

あった（Fig.2F）.こうした“巨大サフィレデ’の正体は，

Nicholls (1944), Gurney (1944), Gooding (1988）など

により議論されてきたが， T Scottによる発見以来一世

紀以上を経た今も謎に包まれたままである．

2-2. ポエキロストム自の生活史戦略におけるサフィ

レラ型力イアシ類の意義

ポエキロストム日カイアシ類の中で，サフィレラ型の

CI期を有するのはどのような種であろうか？ Table 

に近年までに明らかにされたポエキロストム目カイアシ

類の卵やノープリウス， CI期の形態に関する情報をま

とめた．

サフィレラ型カイアシ類の特徴で、ある頭胸部とよく発

達した顎朕[Jは，クラウジジウム科 Clausidiidaeのへミ

キクロプス属，コンキリウルス属 Conchyliurus, レプ
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ティノガスター属 Lゆtinogaster，ギアルデラ属 Giar-

delta, フィロブレンナ科Philoblennidaeのフィロブレ

ンナ属Philoblennα，リンコモノレグス科 Rhynchomolgi-

daeのクリトモルグス属 Critomolgus，テニアカンサス

科 Taeniacanthidaeのテニアカンサス属 Taeniacan-

thusにみられる（Table1). また，サフィレラ型カイア

シ類からは外れるが， 2つの特徴のうちいずれか一方を

もつものもある． リコモルグス科 Lichomolgidaeやサ

ベリフィルス科 Sabelli philidaeにはよく発達した顎脚

を持つ種が知られ，テニアカンサス科の Tαeniastrotos

ρleuronichthydis (Yamaguti, 1939）は頭胸部を形成す

る（顎脚は存在するものの，形態が異なる）．

サフィレラ型カイアシ類などの顎脚は， Fig.2Dに示

すように長い刺毛が多数みられることから懸濁物食性に

適応し，長期間の浮遊生活を可能にしていると考えられ

るが（ltoh& Nishida 1995，伊東 2001)，寄生・共生生

活に入った en期には著しく形態が変化し，痕跡的にな

る種もある（Humes1986, Kim 1994など）.CI期にお

けるこのような顎脚は， Tablelに示したようにフィロ

ブレンナ科を除けばいずれも小型卵（＜ ca.110 μm: 

Izawa 1987参照〉をもっ種に共通している． こうした

小型卵をもつものは，ノープリウス期においても摂餌を

行うことができ浮遊生活に適応しており， 6期のステー

ジを経て CI期となる．一方，大型卵（＞ca.110 μm）を

もっ種の多くは CI期において顎脚が未発達であり，

ノープリウス期では摂餌を行わずに栄養を卵黄に依存し

いくつかのステージを省略する種があり（Tablel, 

Izawa 1987参照），小型卵のものに比べてノープリウス

期の体長の増加率は小さく，発育時間が短いことが知ら

れている（Izawa1987). 

小型卵 摂餌を行うノープリウス期一発達した顎脚の

サフィレラ型CI期をもっ種の生活史（Fig.3）は卵から

昨化して宿主に到達するまでの聞に危険を負いながらも

プランクトン生活により広く分散することに適した生活

史であり，大型卵一卵黄により栄養をまかなうノープリ

ウス期一顎脚が未発達の CI期をもっ種の生活史は浮遊

期聞を減じて僻化した場所周辺の宿主へ到達することに

適した生活史と考えられる．両者は対極をなす生活史戦

略であり，サフィレラ型カイアシ類はその一翼を担って

いると考えられる（伊東 2003).

2 3. 東京湾・多摩川河口域で採集されるサフィレラ

型カイアシ類

(1978）により報告されており，それらはへミキクロプス

属などボエキロストム目カイアシ類の CI期と考えられ

てきた．筆’者らは 1986年8月と 1987年2月に東京湾

(Itoh & Nishida 1991），さらに 2000年 8月に多摩川河

口域（伊東 2001）でその正体の解明を含めた調査を実

施した．プランクトンとして採集された寄生・共生性カ

イアシ類のうちサフィレラ型カイアシ類が占める割合

は，東京湾では 2回の調査ともに 98%以上に，多摩川河

口域では 55%に達した（多摩川河口域ではニセエラジ

ラミ科のコペボディド期が約 40%を占めた）．サフィレ

ラ型カイアシ類の個体数密度は，東京湾の場合海底から

lOmの聞に均一に分布していたと仮定すると最高 4,

771個体・mえ多摩川河口の場合でも川底から水面ま

で均一に分布していたと仮定すると最高 255個体・m-3

に達した．また，それらには，東京湾，多摩川河口あわ

せて 11種が識別され，飼育実験や宿主からの採集など

により， 8種がヘミキクロプス属 （H. ctenidis Ho & 

Kim, 1990, H. gomsoensis, H. ja＿ρonicus Itoh & Nishida, 

1993, H. saxatilis Ho & Kim, 1991, H. sρinulosus Itoh 

& Nishida, 1998, H. tanakai Itoh & Nishida, 2002およ

び不明種2種）， 2種がコンキリウルス属（C.quintus 

Tanaka, 1961, C. mαctr，αe Avdeev, 1977？）であり， f固

体数が卓越する種は東京湾がH.Jゆonicus，多摩川河口

が丘 gomsoensisであることが判明した Cltoh& 

Nishida 1991，伊東 2001, 2003). 

へミキクロプス属カイアシ類は，極域を除く世界各地

の沿岸域から現在までに 39種が報告されており，この

うちの 25種については他の無脊椎動物の体表または巣

孔から発見されている．宿主となる動物は，海綿動物門

l種，東iJ胞動物門2種，環形動物門 5種，軟体動物門 2

種，節足動物門 21種が知られ， このうち環形動物では

多毛類が4種，節足動物ではアナジャコ下目が 14種で，

干潟で巣孔を掘って生息するものが多い（Humes

1984，伊東 2003）.これらの生息域である干潟は，一般

に干出や塩分の激しい変化など厳しい環境変動にさらさ

れており，特に河口干潟などでは増水により宿主ともに

局所的に個体群が流失してしまうこともある．こうした

環境で生息するへミキクロプス属にとって，サフィレラ

型の CI期のような浮遊に適した幼体をもつことは分散

や加入を通じメタ個体群の維持に役立っていることが考

えられる（伊東 2003).

内湾や河口域にサフィレラ型カイアシ類がプランク卜 3. プランクトン中にみられる寄生・共生性カイアシ類

ンとして多数採集されることは，プリマス沿岸で Gur- が意味するもの

ney (1944）により，北アメリカ西岸の河口域で Lee プランクトン中にみられる寄生性・共生性カイアシ類
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は，成体はいうまでもなく幼体であっても，その海域に

おける寄生性・共生性カイアシ類の生物相の一部を示し

ている場合が多い．上述のように筆者らは東京湾および

多摩川河口域において 11タイプのサブィレラ型カイア

シ類を見いだしたが，それらはすべて個別の種であり，

Hemicycloρs ctenidisとConchyliurus quintus以外は

我々が調査を開始した時点、（Itoh& Nishida 1991）で日

本からは知られておらず， 3；種の新種（Itoh& Nishida 

1993, 1998, 2002）も含まれていた．寄生性・共生性カ

イアシ類のうち，高い頻度でプランクトン中に出現する

のはサフィレラ型カイアシ類のように限られたグループ

であるが，プランクトン調査の結果として得られるこれ

らの出現情報は，発見しにくい寄生性・共生性カイアシ

類を探す鍵になる．

また，プランクトン中の寄生性・共生性カイアシ類の

出現は，調査海域と周辺におけるそれらの宿主やその生

息環境の存在も示唆している．東京湾および多摩川河口

にサフィレラ型カイアシ類として出現するへミキクロプ

ス属やコンキリウルス属の宿主はイトメ Tylorrhynchus

heterochaetus (Quatrefages），アサリ Rudit，αρes Phil砂町

ρ仇αrum(Adams & Reeve），アナジャコ Uρogebiαmル

jar (de Haan），ニホンスナモグリ Nihonotrypaeαjαρon同

icα （Ortmann）やヤマトオサガニ Mαeraρhthalmus畑山

ρonicus (de Haan）などであり（伊東 2001)，それらの生

息場所は東京湾内ではわずかに残された干潟である（風

日田 1997〕．また，これらのカイアシ類は，宿主以外の

生物すなわち，餌生物や捕食者とも関係をもって生活し

ている．たとえばアナジャゴやヤマトオサガニの巣孔で

生活している H.gomsoensisの場合，餌生物としては巣

孔に吸い込まれるなどして供給される付着珪藻，線虫，

他の小型カイアシ類などが，また捕食者としては巣孔に

侵入してくるエドハゼ Chaenogobiusmacrognathus 

(Bleeker）やマサゴハゼ、 Pseudogobiusmasago (Tomi-

yama）が挙げられる（伊東 2003）.このうち，捕食者の

エドハゼはレッドデータブック（環境省野生生物課

2003）では絶滅危倶 IB類（近い将来における絶滅の危

険性が高い種）にランクされている．

浮遊性カイアシ類はプランクトンの中でも現存量が高

く，生物生産の要素としての重要性から多くの研究がな

されてきた．一方で，プランクトンとして出現する寄

生・共生性カイアシ類は少数派であり，これらをまとめ

た図鑑もなく同定・計数する立場からすればむしろやっ

かいな存在でもあった． しかし，それらは食物連鎖だけ

でなく“棲み込み連鎖”（西平 1992,1996）を通じて他

の生物と複雑なつながりをもっグループであり，水域の

生物多様性を明らかにする上で，極めて重要な情報を実

は携えているのである．
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